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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　言
　　　（7）（8）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　貢に報告した稲のクロカタムシの寄生菌である黒豆病菌を培養中，｀培養基内に息々細菌炉発生
し，しかもその細菌の発育炉旺盛で，丿
包．ここにおいて微生物相互間の桔抗作用について嶮討しようとし，上記２種の細菌(No. 1,
No. 2),及び比較として土壌中より分離しすこ１細菌(No. 3),の稽熱病菌，蕃茄の黒倣病菌，枇
杷の炭疸病菌，家蚕の自彊病菌並にクロカタムシの黒豆病菌の胞子の発芽並に菌糸の発育に対する
枯抗作用を調査リこので，茲に其の結果を報告する．因に家蚕の白豆病菌は蚕糸試論場青木技官よ
り分譲を受け7こものでありその他は余の分離しすこものである．
　　　　　　　　　　　　　　Ｉ．胞子の発芽に及ぼす細菌の影響
　　　　　　　　　　　　　　　　　　実・験　方　法
　供用胞子は，稽熱病菌は稲藁，枇杷の炭疸病菌及び蕃茄の黒徹病菌は馬鈴薯煎汁寒天培養基，家
蚕の白頭病菌及びクl=･カタムシの黒豆病菌は家蚕蝸煎汁寒天坪養基上に夫・・１～２ヶ月間培養のも
ので，細菌は馬鈴薯煎汁寒天培養基に１～２週間培養しすこものである．供用液は殺菌蒸溜水，家蚕
　　　　　　　　　　　　　第１表ａ．　稽熱病菌との関係
供用液
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ム√二
--･四皿■Ｗ’’--
　　　　　　　Ｉ Ｉ　　Ｉ
　　　●
Ⅲ
発芽管
数(本)
発芽管の卜芽の
長さ(a)範囲(％)
　　　　１
誤; 発芽
胞子数
発芽率 聯 発芽胞子数々縦計肆痛゛゛
馬鈴扉
煎汁液
No. 1
Ｎｏ．･２
No. 3
刻　照
140
103
40
130
　0
　0
120
220
　0　280
　　10　200
75　　30
48　320
　0
　0
160
560
　0
　0
84
63
］ 　4　2
129
550
　4
　0
89
49
　　1
1－3
1－3
16―28
4―275
13―462
　○－4
＼0
75-89
48－631
蒸溜水
No. 1
NO. 2
NO. 3
刻　照
H4
386
　60
　　7
　0
　0
　72
138
-
　0
　0
　54
　95
140
121
131
　2C
　0
　0
131
290
　0
　0
50
93
199
154
　33
　30
　０
　０
　３６
２７０
　0
　0
52
90
1－3
1－3
5―108
27―135
　　0
　　0
50一一54
90―95
２高知大学学術研究報告　第3巻第７号
輛煎汁液及び馬鈴薯煎汁液である..･先づ殺菌･し7こ･Cover Glass 上に１白金耳量の上述液を載せ，
これに白金線でとっ7こ少量の胞子及び細菌を混合し7こ．以上の如くしすこCover GlassをHollow
･Glassの凹部に逆に載せ，‘充分洛度を保ったペトリ皿内に人わ，更にこれを25°Ｃ.の定温器内に24
時間置いてから，胞子の発芽状態を調査しすこ(第1,表．ａ，第１図版)．
　和熱病菌の胞子の発芽は細菌No.l Ｎ０．２により著しく抑制される. No. 3によっては発芽管の，
伸長に多少の差異は認められる炉発芽準その他に関しては対照区と大差炉ない．　　／
　　　　　　　　　　　　　　第１表　ｂ．枇杷炭疸病菌との関係
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第１表　ｃ.驀茄黒廠病菌との関係
備考ｆ印は発芽管の伸長が良好で測定出聚ない事を示す（以下同m.
　即ち蕃茄黒徴病菌の胞子Ｑ発芽に対する細菌の抑制作用は，発芽管の数，発芽管の長さ及び発芽
辛等を比較して見るに細菌Ｎ０．３炉最も強く，その他の細菌は弱い事を示す．
第１表　ｄ．クロカＺムシ黒豆病菌との関係
家蚕蜻
煎汁液
NO. 1
No. 2
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刻　照
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355
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３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）即ち黒豆病菌の胞子の発芽はNo.l及びNo. 2により著しく抑制される．尚負已報告しすこ如く木
試諭においても蒸溜水（対照）中では本菌の発芽は極めて悪い.’
　　　　　　　　　　　　　　第１表　ｅ．家蚕白頭病菌との関係
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範囲(％)誤; 発芽
胞子数
発芽率 誤; 訟違 発芽率 誤; 発芽胞子数 発芽串
家蚕娼
煎汁液
No. 1
No. 2
NO. 3
刻　照
140
250
230
51C
・０
　Ｃ
　Ｃ
．２Ｃ
０
０
０
４
・235
　258
　416
　270
　４
　０
　３
３０
　２
　０
　１
１０
532
42】
452
37C
　０
　０
　０
３Ｃ
０
０
０
７
　1
　1
l－2
5―16
5―10
2―59
0－2
　0
0－1
4―10
液
0
０
０
０ 0 ０
16
10
59
2
0
1
10
蒸溜水 刻　照
　　-
352 ４ ｌ1　136 3!　　2 930 2i　oＵ 2―24 0－2
　即ち家蚕白豆病菌の胞子の発芽は供用細菌のすべてにより強い抑制を受ける．倚クｐヵｚムシの
黒豆病菌と同申こ蒸溜水（対照）中における発芽は極めて不良である．
　　　　　　　　　　　１　胞子の発剔こ及ぼす細菌培養濾液の影響
　　　　　　　　　　　　　　　　　実験方法
　供用じこ胞子は前述と同様のもので，発芽に供用丿こ液は前述の細菌及び各糸状芦を25°Ｃ.に２
週問培養後，沁過しその濾液を２気圧の蒸気で殺菌しfこものである．恂比較液として馬鈴薯煎汁液
又は家蚕蝸煎汁液及び硫酸銅液（３％）を使用し仁．実験方法は前述同様Hollow Glass を使用
し同時期に行つ了こ（第２表）．
　　　　　　　　第２表　胞子の発芽に及ぼす細菌培養濾液の影響
　　　　　　　　　　　　　　ａ．　稽熱病菌との関係　　　　　　　　　●
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　即ち細菌No. 1及びNo. 2の培養濾液は細菌混入の場合に比較して多少弱い炉，和熱病菌の胞子
の発芽に対して抑制力を有する．細菌No. 3は対川に比して多少の抑制力を示す炉，和熱病菌培
養沁液にはその作用はない．
　　　　　　　　　　　　　第２表．ｂ．枇杷炭疸病菌との関係
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　即ち枇杷炭疸病菌の胞子の発芽は，各細菌の培養濾液により多少抑制されるが，同菌の培養濾液
に蛤いては対照同様発芽管が分枝し，発芽率も高く抑制作用を認めない．
第２表ｃ，蕃茄黒徹病との関係
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　即ち蕃茄黒微病菌の胞子の発芽は，供用液中硫酸銅液を除いてはいづれの液にも抑制作用を認め
ない．
　　　　　　　　　　　第２表　ｄ．クロカタムシ黒耳病菌との関係
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　即ち黒豆病菌の胞子の発芽は，各細菌の培養濾液により多少抑制されるが，同菌の埓養濾廓こお
いては対照同様発芽管の伸長も大で，発芽率も高く抑制作用を受けない．
　　　　　　　　　　　　　　第２表ｅ．家蚕白昼病菌との関係
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　即ち白豆病菌の胞子の発芽は，各細菌の培養濾’液によｂ多少抑制されるが，同菌の培養濾液では
その作用を受けない．
　以上の発芽試験の結果（第１表，第２表）を綜合し，各菌胞子の発芽に及ぼす供試細菌の影響を
彊，中，弱の３段階に分けて表示すると第３表の如くである．
第３表､､各菌胞子の発芽に及ぼす供試細菌の影響の強弱
５
　即ち，細菌混入の場合.はＮｏ.･1及びNo. 2は稲熱病菌，黒豆病菌及び白蓮病菌の胞子，又No. 3
は白豆病菌の胞子の発芽に対して，夫々強い抑制力を示す. No.l及びNo. 2は炭疸病菌，．又
No. 3は黒徹病及び黒豆病菌の胞子の発芽に対して多少の抑制力を示す．細菌培養濾液の場合;上
述細菌の抑制力は弱くなるが, No.l及びxMo.2は稽熱病菌，黒豆病菌及び白豆病菌に対し，又
No. 3は黒豆病菌及び白豆病菌に対して多少の抑制力を示す．
　胞子の発芽試験（第１表，第２表）に供用し仁液のｐＨを東洋水素イオン濃度試験紙によｂ測定
した結果は第４表の如くである．
第４表　胞子の発芽に供用し了こ液のPH
蒸　　　溜　　　水
馬鈴薯煎汁液
家蚕蛸煎汁液
細菌No'. 1培養腸液
細菌No. 2培養濾液
細菌NO. 3培養濾液、
6.2―6.4
　　6.2
6.0―6.2
　　5.4
　　5.4
　　5.4
稽熱病菌培養濾液
枇杷炭疸病菌培養濾液
蕃茄黒倣病菌培養濾液
クロカメムシ黒殲病菌培養濾液
家蚕白彊病菌培養濾液･
硫　I酸　　鋼　　液　（3％）
5.6
5.6
5.6
5.2
5.2
4.4
　皿菌糸の発育と細菌
　　との関係
　菌糸の発育炉培養基拍こ
おいて細菌によって如何な
る影響を受けるかを明らか
にする了こめに両者の対峙培
養を行っすこ．
　予め殺菌しすこ⌒゛トジ皿又
はプラス判こ馬鈴薯煎汁寒天培養基を流し込み，凝固するのを待って･,25°CLの定温器内に１週間
培養しfこ細菌と夫々の糸状菌とを対峙して移植し，室温（午前10時・18°～23°Ｃ.）に９日間培養
してその結果を調査し7こ（第５表，第２図版）･
　No.l , No. 2は稲熱病菌及び黒昼病菌に対して，細菌混入の発芽試験の場合･と同様に，菌糸の
発育をも強く抑制する. No. 3は前２細菌に比べてやや弱い炉抑制力を有する. No.lは枇杷の炭
疸病菌，白彊病菌に対し又細菌No. 3は白豆病菌に対し，夫･々抑制作用を有する. No. 2. No. 3
は枇杷の炭疸病に対し又No. 2は白昼病菌に対し多少の抑制力を有する．蕃茄の黒微病菌に対して
は各細菌とも多少の抑制力を有する炉甚だ弱い．以上の結果は大体において前記細菌の混入による
発芽試論結果と同一傾向を示すものである．　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　　　　　　　　皿　菌糸の発育と細菌培養濾液との関係　　‥
　胞子の発芽に供用し了こと同じ細菌培養濾液及び比較として硫酸銅液（３％），並に対照として齢
鈴薯煎汁液又は家蚕蝸煎汁液を0.5cmりこ切っ7こ殺菌濾紙に吸収せしめずこもの･と各菌との対峙培養
を行っ仁．
　予め殺菌しfこペトリ皿又はプラス判こ馬鈴薯煎汁寒天培養基を流し込み，凝固するを待っで，各
菌と上述濾紙と各々対峙的に移し，室温（午前10時・18°～23°Ｃ.）のもとに，15日間培養して其
の結果を調査し紀（第３図版）．　　　　　　　　　　　　　‘．　　　　　　　　　‥
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第５表　菌糸の発育と細菌との関係実験結果
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この結果を見るに，各菌の発育炉旺盛にして，
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　備考　表中子印は菌糸の不発育, +1-印は多少の発育
　　を示し(数字は菌叢の直函)いづれも細菌の発育
　　か旺雁で菌糸を包囲する.・＋印は細菌の発育が迎
　　いが菌糸の発育を抑制する(数字は菌叢間の距離)．
　　一印は菌糸の稗盃発育を示す(数字は菌鼓の直径)．
本実瞼に関す名限り，対照は勿謝，細薗埓養濾
液，硫酸銅液はともに菌糸の発育を抑制する作用はなかつ7二．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　総　括　並　に　結　論
　従来微生物相互間に措抗作用のあることに関しては多くの研究報告炉ある．就中糸状菌と細菌
　　　　　　　　　　(5)
に関しては，木谷清美は和熟病菌に隨伴する細菌について研究し，隨件細菌は和熟病菌の分生胞
子の発芽及び発病を抑制するも，対峙培養においては，菌糸の発育に著しい影響を認めなかつす二
　　　　　　　　　　　　(6)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.事を報告している. PORTERはＨｅｌｍｉｎtｈｏｓｐｏｒ ｈｉｍ　tｅｒｅｓは或屈kの細菌の篤に発育を抑制される
　　　　　　　　　　　　　　　　　(2)ヽことを，ＡＬＥＸＯＰＯＵＬＯＳ，ＡＲＮＥＴＴ等はＧｌｏｍｅｒｅｌｌａ ｃｉｎｓizilatａ， 　Pliｙs,ａｌｏｓｐｏｒａ　Ｃｙｄｏｍ'ａｅ，
Ｇｌｏｅｏｓｔｏｒiiim　ｍｕｓａｒｕｍ,　ＣｏＵｅtｏt友油ｕｍ　Ｌｉｎｄｅ＾ｍｉtｈｉａｍｍｉ等は発育に際して， Ａｃtｉｎｏｎｉvｃｅｓ.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(3)ａｌｂｕｓ，Ｂａｃｉｌｈｉ％ｓｉtbtiZiｓ等の細菌によj)抑制されることを｀，ＣＯＲｔ)ＯＮ等はＲｈｉｚｏｃtｏ?ｔｉａ Ｓｏｌａｎｉ
とＢＧＣぶＭＳ　ｉｍｐｌｅｘとの間に桔抗作用のある事を報告している．
　余の分離し7こ細菌も亦，玖の様な性質を示す．即ち胞子･の発芽については，細菌Ｎ０， １ ， No. 2
は稲熱病菌，黒豆病菌(クロカタムシ)，白豆病菌及びＮ０, ３ は白豆病菌に対して強い桔抗作用を
示し, No. 1, No. 2は炭疸病菌, No.3は黒豆病院，黒斂病薗に多少の抑制力を示しすこ．菌糸と
の対峙埓養においても大体同一傾向の結果を得了こ.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　(4)微生物相互間の措抗作用の機構に関して, JOHNSON, DELIA Ｅ．は玉蜀黍黒漆病菌と隨伴細
菌の措抗作用は細菌の有する或種の酵素の作用とし，ＡＬＥＸＯＰＯＵＬＯＳ'等は毒素の存在によると誕
　　　　　　(11明し，青木は稽熱病菌分生胞子と稽胡願
如何によると報告しでいる．余の分離し7こ細菌の培養濾液は次の様な性質を示しすこ．即ち胞子の発
芽においては，細菌No.l ， Ｎ０． ２の培養濾液は稲熱病菌，黒葺病菌及び白豆病菌に対して多少の
抑制力を示しすこが，然し対峙培養においては，菌糸の発育に著しい影溥を認めなかつ7こ．この対峙
培養において明らかな桔抗作用を認めなかつすこ事は細菌の培養日数(15曰間)が短い埓か，或は培
養濾液を濾過殺菌しすこ事によるのか，これら抑制作用の吹奏こついては今後のi胱を侯す二ねば断定
出来ない．肯供試細菌の性質及び種名に関しては後に僕ることとする．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圖　版　説　明
　第１図版　胞子の発芽に及ぼす細菌の影響
　　　ａ　稲熱病菌との関係……（1）細菌NO. 1混入（X800），（2）対照（×800）
　　　b　枇杷炭疸病菌との関係……（1）冷眼菌NO. 1混入（χ８００），（2）対照（×800）
　　　ｃ　蕃茄黒徴病菌との関係……（1）細薗No. 3混入（×800) , (2)対照（×600）
　　　ｄ　家蚕白歪病菌との関係……（1）細菌No. 1混入（χ800) , (2)対照（χ800)
　第２図版　菌糸の発育と細菌との関係
　　　ａ　稲熱病菌との関係……Ki)ペトリ皿, (2)フラスコ〕l一細菌No.1,2-細菌No.2,3-細菌No.3,4―対照
　　　ｂ　枇杷炭疸病菌との関係……（フラスコ）１一細菌　NO. 1,2-細菌NO. 2, 3-細菌NO. 3 , 4 -対照
　　　ｃ，蕃茄黒徴病菌との関係………（フラスコ）１－細菌No. 1,2-細菌No. 2, 3-細菌No. 3,4 -対照
　　・ｄ　クロカメムシ黒蚕病菌との関係……１－細菌NO. 1 , 2-細菌No. 2,3-細菌NO. 3 , 4-対照
　　　ｅ　家蚕白彊病菌との関係……１－細菌NO. 1 ,2-細菌N0.2 ,3-細菌NO. 3,4-対照
　第３図版稽熱病菌の菌糸の発育と細藤培養溜液との関係……１－細菌No.1,2-細菌No.2,3-細菌No.3,4一刻照
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和29年４月30日受理）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　RESUME
　　　　　　　　　Studies on the Antagonistic Action of some
　　　　　　　　　　　Bacteria　to　some　Pathogenic Fungi　of Plants.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　Insects.
　　　　　　　　　1. On the Antagonistic Action of Bacteria to
　　　　　　　　　　　　　　　　Spore-germination of Fungi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　by Tokuemon MORIMOTO　・
　　　　　　　(Phytopathological Laboratory, Agriculture Faculty, Kochi Universitv)
　1) In　the co-existence of　the bacteria; Bacteria　No. 1　and　No. 2　have strong
inhibiting powers to　the spore-germiation of Piｒicｕlaｒｉａ Ｏりｚａｅ，　Ｏｏsｐｏｒａｄｅ％tｒｕｃtｏｒ
andＢｅａｕｖｅｒia ba＆％ｉａｎａ.No. 1 and Ｎ０. ２ have also strong　inhibiting powers to the
mycelial growth of Ｐｉ･ｒictilaｒａｉＯｒｙｚｏｅａｎｄ Ｏｏｓ-ｂｏｒａｄｅｓtｒzむｄｏｒ.
　2) Cultural-solutions of the bacteria; Bacterial No. 1 and No. 2 have more or Ies3
inhibiting powers to the spore-germination of ＰｉｒicｕlaｒｉａＯｒｙｚａ＆，　Ｏｏｓi)OJ’ａｄｅｓtｒｕｃtｏｒ
andＢｅａｉｉｖｅｒia baｓｓＪａｎａ，ａｎ.ｄthat of Ｎ０.3 to that ０１００ゆｏｒ　ａｄｅｚtｒｉｗtｏｒand Ｂｅａｕｖｅｒia
baｓｓiaｗａ.but when the fungi and the cultural-solutions of bacteria were transplanted
to confront each other on the potato-decoction agar, all the culture-solutions have
no inhibiting powers to the mycelial growth of these fungi. The reason of the fact
　is not yet determined.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(Received April 30， 1954)
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